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 税 関 労 組 ニ ュ ー ス 
 

第 976 号 
令和７年９月１日 

要求書を提出する市口青年委員長（中央右側） 

要要

求求

書書

提提

出出

者者  

要要

求求

議議

題題  

議議
題題
１１
「「
青青
年年
層層
組組
合合
員員
のの
処処
遇遇
改改
善善
」」  

議議
題題
２２
「「
人人
事事
評評
価価
制制
度度
」」  

議議
題題
３３
「「
内内
示示
前前
のの
事事
前前
通通
知知
のの
早早
期期
化化
」」  

議議
題題
４４
「「
配配
転転
にに
つつ
いい
てて
」」  

議議
題題
５５
「「
新新
規規
採採
用用
職職
員員
のの
継継
続続
的的
なな
確確
保保
」」  

議議
題題
６６
「「
夏夏
季季
休休
暇暇
使使
用用
可可
能能
期期
間間
のの
拡拡
大大
にに
係係
るる  

対対
象象
職職
員員
のの
範範
囲囲
」」  

議議
題題
７７
「「
寮寮
・・
宿宿
舎舎
にに
つつ
いい
てて
」」  

議議
題題
８８
「「
働働
きき
やや
すす
いい
職職
場場
環環
境境
作作
りり
」」  

議議
題題
９９
「「
各各
種種
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト
・・
メメ
ンン
タタ
ルル
ヘヘ
ルル
スス  

対対
策策
」」  

議議
題題
1100
「「
諸諸
手手
当当
にに
つつ
いい
てて
」」  

議議
題題
1111
「「
週週
休休
日日
等等
にに
おお
けけ
るる
地地
方方
官官
署署
等等
のの
勤勤
務務  

実実
態態
」」  

税
関
労
組
青
年
委
員
会
は
令
和
６
年
12
月
16
日
（
月
）
、
全
国
の
青
年
層
組
合
員
の
代
表
と

し
て
活
動
し
て
い
る
青
年
委
員
会
７
名
で
、
関
税
局
税
関
考
査
管
理
室
長
に
対
し
て
、
関
税
局

長
あ
て
「
青
年
層
組
合
員
の
処
遇
改
善
等
に
関
す
る
要
求
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。 

要
求
書
提
出
後
は
、
要
求
事
項
に
つ
い
て
、
出
席
し
た
青
年
委
員
会
メ
ン
バ
ー
よ
り
具
体
的

な
説
明
を
行
い
、
文
面
だ
け
で
は
な
い
生
の
声
を
し
っ
か
り
と
当
局
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

本
紙
で
は
、
第
１
回
税
関
考
査
管
理
室
長
会
見
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 
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さ
て
、
昨
今
の
税
関
を
取
り
巻
く
状
況
を
見
ま
す

と
、
不
正
薬
物
の
摘
発
押
収
量
が
８
年
連
続
で
１
ト
ン

を
超
え
る
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
る
ほ
か
、
知
的
財

産
侵
害
物
品
の
輸
入
差
止
件
数
や
金
地
金
の
密
輸
入

も
増
加
傾
向
が
加
速
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

他
方
、
我
が
国
を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
や
社
会

に
あ
っ
て
は
、
Ａ
Ｉ
等
先
端
技
術
の
活
用
を
は
じ
め
、

デ
ジ
タ
ル
化
が
著
し
く
進
展
し
、
そ
の
影
響
が
国
際
物

流
に
及
ぶ
な
ど
、
税
関
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
の
現
れ
と
し
て
、E

コ

マ
ー
ス
の
拡
大
に
伴
う
Ｓ
Ｐ
貨
物
等
の
輸
入
申
告
件

数
の
増
加
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
こ
と
に
伴
う
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
の
本
格
化
な
ど
、
物
流
・
人
流
が
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
そ
の
変
化
に
対
応
し
た
取
締
り

や
税
関
行
政
の
運
営
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。 経

済
安
全
保
障
の
観
点
で
は
、
軍
事
転
用
可
能
な
製

品
・
技
術
の
不
正
な
流
出
を
水
際
で
防
止
す
る
こ
と
も

税
関
の
重
要
な
役
割
と
な
っ
て
お
り
、
「
輸
入
」
の
み

な
ら
ず
「
輸
出
」
に
つ
い
て
も
適
正
な
通
関
の
確
保
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
税
関
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
か
つ
広
範
囲
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
税
関
の
使
命

を
果
た
し
、
貿
易
の
秩
序
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
そ

れ
を
支
え
る
職
員
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
心
身
と

も
に
健
康
で
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き

る
、
風
通
し
の
良
い
、
明
る
く
前
向
き
な
職
場
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
日
の
会
見
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
直
接
聞
く
場
と
し

て
貴
重
な
機
会
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
青
年
層
組
合
員

の
処
遇
改
善
等
に
関
す
る
要
求
書
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
お
預
か
り
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を

し
っ
か
り
お
聞
き
し
、
関
税
局
長
を
は
じ
め
関
税
局
幹

部
、
関
係
各
課
、
さ
ら
に
は
各
税
関
に
も
伝
え
た
い
と

思
い
ま
す
。 

以
上
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

議議
題題
１１  

青青
年年
層層
組組
合合
員員
のの
処処
遇遇
改改

善善
にに
つつ
いい
てて
（（
市市
口口
））  
市市

口口

青青

年年

委委

員員

長長  
冒冒

頭頭

挨挨

拶拶  
私
は
、
今
期
、
青
年
委
員
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
、
大
阪
地
区
本
部
の
市
口
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
我
々
青
年
委
員
会
の
た
め
に

お
時
間
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
見
に
先
立
ち
、
青
年
層
組
合
員
を
代
表
し
て
、
私

か
ら
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

我
々
日
本
税
関
労
働
組
合
青
年
委
員
会
は
、
各
地
区

本
部
の
青
年
部
長
等
で
結
成
さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、
全

国
の
税
関
の
職
場
で
活
躍
す
る
青
年
層
組
合
員
の
「
課

題
集
約
と
解
決
」「
相
互
連
携
及
び
人
材
育
成
」「
組
合

活
動
に
対
す
る
理
解
の
向
上
」
を
重
点
項
目
と
し
、
精

力
的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

本
日
、
全
国
の
青
年
層
組
合
員
の
切
な
る
願
い
の
声

と
し
て
「
青
年
層
組
合
員
の
処
遇
改
善
等
に
関
す
る
要

求
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
要
求
書
は
、
毎
年
７

月
の
異
動
後
に
全
国
の
青
年
層
組
合
員
に
対
し
て
実

施
し
て
い
る
青
年
委
員
会
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
、
各

地
区
本
部
で
日
頃
か
ら
伺
っ
て
い
る
生
の
声
を
基
と

し
、
処
遇
や
職
場
環
境
、
宿
舎
環
境
に
つ
い
て
等
、
私

達
が
税
関
職
員
と
し
て
よ
り
意
欲
を
持
っ
て
働
い
て

飯飯
野野
税税
関関
考考
査査
管管
理理
室室
長長  

冒冒

頭頭

挨挨

拶拶  

い
く
為
に
必
要
不
可
欠
な
課
題
を
集
約
し
作
成
し
ま

し
た
。 

会
見
で
は
、
改
め
て
現
在
の
青
年
層
組
合
員
が
直

面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

本
日
は
青
年
層
組
合
員
の
声
を
直
接
当
局
に
お
伝

え
出
来
る
貴
重
な
、
重
要
な
場
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
我
々
青
年
委
員
会
メ
ン
バ
ー
一
同
、
全
青
年

層
組
合
員
の
想
い
を
一
身
に
背
負
い
、
こ
の
場
に
臨

ん
で
お
り
ま
す
。
南
里
税
関
考
査
管
理
室
長
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
こ
の
要
求
書
が
青
年
層
組
合
員
の
生

の
声
を
基
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
く

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
処
遇
改
善
・
職
場
環
境
の
整

備
等
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

た
だ
い
ま
、
市
口
青
年
委
員
長
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
私
か
ら
も
一
言
申
し
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

本
日
お
集
ま
り
の
青
年
委
員
会
代
表
者
を
は
じ
め
、

青
年
層
組
合
員
の
皆
様
が
、
日
々
、
税
関
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
各
々
の
職
場
で
日
夜
職

務
に
精
励
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま 

す
。 

《《
税税
関関
考考
査査
管管
理理
室室
長長
》》  

まま
ずず
、、
昇昇
格格
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
法法
令令
等等
にに
基基
づづ
きき
、、

勤勤
務務
成成
績績
、、
能能
力力
、、
適適
性性
等等
をを
総総
合合
的的
にに
判判
断断
しし
てて

適適
正正
にに
実実
施施
すす
るる
もも
のの
でで
ああ
りり
、、
ここ
れれ
まま
でで
もも
適適

正正
にに
実実
施施
しし
てて
きき
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

まま
たた
、、
昇昇
給給
にに
つつ
きき
まま
しし
てて
もも
、、
法法
令令
等等
にに
基基
づづ

きき
、、
適適
正正
にに
実実
施施
すす
るる
もも
のの
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

級級
別別
定定
数数
のの
改改
定定
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
税税
関関
職職
員員
のの

役役
職職
別別
職職
員員
構構
成成
等等
にに
もも
配配
意意
しし
つつ
つつ
、、
業業
務務
量量

のの
増増
大大
及及
びび
複複
雑雑
かか
つつ
困困
難難
化化
すす
るる
税税
関関
業業
務務
のの

特特
殊殊
性性
にに
沿沿
っっ
たた
要要
求求
をを
行行
っっ
てて
きき
てて
いい
るる
とと
ここ

ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

皆皆
ささ
んん
もも
ごご
承承
知知
のの
とと
おお
りり
、、
現現
下下
のの
行行
財財
政政

事事
情情
等等
かか
らら
極極
めめ
てて
厳厳
しし
いい
状状
況況
でで
はは
ああ
りり
まま
すす

けけ
れれ
どど
もも
、、
職職
員員
のの
処処
遇遇
改改
善善
をを
図図
るる
たた
めめ
、、
級級
別別

定定
数数
のの
確確
保保
にに
引引
きき
続続
きき
努努
力力
しし
てて
まま
いい
りり
まま

すす
。。 

（
１
）
２
級
、
３
級
へ

の
昇
格
に
つ
い
て
は
、

同
期
間
で
理
由
も
な

い
分
断
発
令
が
行
わ

れ
な
い
よ
う
努
め
る

こ
と
。 

（
２
）
大
量
採
用
に
よ
る
新
た
な
採
用
の
「
山
」

が
出
来
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
手
組
合
員
の
処

遇
の
停
滞
が
起
き
な
い
よ
う
、
２
級
、
３
級
の
十

分
な
定
数
枠
を
確
保
す
る
こ
と
。 

（
３
）
昇
給
区
分
Ａ
、
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
分
布
率

一
杯
の
発
令
を
行
う
こ
と
。 

2025080588-税関労組-税関労組ニュース第976号.indd   22025080588-税関労組-税関労組ニュース第976号.indd   2 2025/09/04   9:25:472025/09/04   9:25:47



TThhee  JJaappaann  CCuussttoommss  PPeerrssoonnnneell  LLaabboouurr  UUnniioonn            997766 号号    PP33  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まま
たた
、、
人人
事事
評評
価価
をを
適適
切切
にに
実実
施施
すす
るる
たた
めめ
、、
評評

価価
者者
にに
対対
しし
てて
、、
制制
度度
官官
庁庁
がが
実実
施施
すす
るる
研研
修修
にに
参参

加加
ささ
せせ
るる
ここ
とと
にに
加加
ええ
、、
各各
税税
関関
にに
おお
いい
てて
評評
価価
能能

力力
向向
上上
研研
修修
等等
をを
実実
施施
すす
るる
なな
どど
、、
必必
要要
なな
対対
応応
をを

行行
っっ
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

今今
後後
とと
もも
税税
関関
とと
協協
力力
しし
てて
人人
事事
評評
価価
のの
的的
確確
なな

実実
施施
にに
向向
けけ
てて
、、
関関
税税
局局
とと
しし
てて
もも
適適
切切
にに
役役
割割
をを

果果
たた
しし
てて
まま
いい
りり
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。 

議議
題題
２２  

人人
事事
評評
価価
制制
度度
にに
つつ
いい
てて

（（
池池
田田
））  

《《
税税
関関
考考
査査
管管
理理
室室
長長
》》  

異異
動動
内内
示示
のの
早早
期期
化化
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
令令
和和
元元
年年
７７

月月
期期
のの
人人
事事
異異
動動
よよ
りり
、、
住住
居居
のの
移移
転転
をを
伴伴
わわ
なな
いい

異異
動動
にに
つつ
きき
まま
しし
てて
はは
発発
令令
日日
のの
1100
執執
務務
日日
前前
、、
住住

議議
題題
３３  

内内
示示
前前
のの
事事
前前
通通
知知
のの
早早
期期

化化
にに
つつ
いい
てて
（（
寺寺
嶋嶋
））  

（
１
）
業
績
目
標
の
設
定
に
あ
た
っ
て
、
被
評
価
者
で

あ
る
青
年
層
組
合
員
が
自
身
の
能
力
等
に
見
合
っ
た

目
標
設
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
評
価
者
を
指

導
す
る
こ
と
。 

（
２
）
被
評
価
者
の
各
目
標
の
進
捗
状
況
を
把
握
し
、

計
画
的
な
遂
行
の
た
め
適
宜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
ら
れ
る
よ
う
、
評
価
者
に
対
し
て
適
切
に
指
導

を
行
う
こ
と
。 

（
３
）
評
価
者
が
恣
意
的
に
評
価
す
る
こ
と
な
く
、
公

平
な
評
価
と
な
る
よ
う
評
価
者
に
対
し
て
積
極
的
に

研
修
を
行
う
こ
と
。 

《《
税税
関関
考考
査査
管管
理理
室室
長長
》》  

人人
事事
評評
価価
はは
、、
任任
用用
、、
給給
与与
、、
分分
限限
そそ
のの
他他
のの
人人
事事

管管
理理
のの
基基
礎礎
にに
なな
るる
とと
とと
もも
にに
、、
評評
価価
者者
とと
被被
評評
価価

者者
とと
のの
間間
のの
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
をを
通通
じじ
てて
、、
組組

織織
内内
のの
意意
識識
のの
共共
有有
やや
業業
務務
改改
善善
等等
にに
寄寄
与与
すす
るる
もも

のの
とと
考考
ええ
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

まま
たた
、、
よよ
りり
良良
いい
組組
織織
づづ
くく
りり
にに
はは
、、
常常
日日
頃頃
かか

らら
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
をを
図図
るる
ここ
とと
がが
重重
要要
でで
ああ

りり
、、
各各
管管
理理
者者
研研
修修
にに
おお
いい
てて
もも
、、
カカ
リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム
にに

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
スス
キキ
ルル
のの
向向
上上
をを
取取
りり
入入
れれ

てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

人人
事事
評評
価価
のの
期期
首首
面面
談談
のの
際際
にに
はは
、、
組組
織織
とと
しし
てて

のの
課課
題題
やや
基基
本本
方方
針針
をを
共共
有有
すす
るる
ここ
とと
でで
目目
標標
等等
のの

すす
りり
合合
わわ
せせ
、、
認認
識識
のの
共共
有有
をを
行行
いい
、、
期期
中中
にに
おお
いい
てて

はは
、、
日日
常常
のの
業業
務務
管管
理理
をを
通通
じじ
てて
、、
被被
評評
価価
者者
のの
仕仕
事事

のの
状状
況況
等等
をを
把把
握握
しし
てて
必必
要要
にに
応応
じじ
てて
適適
切切
なな
タタ
イイ

ミミ
ンン
ググ
でで
のの
指指
導導
にに
心心
掛掛
けけ
るる
ここ
とと
とと
しし
てて
おお
りり
まま

すす
。。
期期
末末
面面
談談
にに
おお
きき
まま
しし
てて
はは
、、
希希
望望
者者
にに
対対
すす
るる

評評
価価
結結
果果
のの
開開
示示
とと
評評
語語
やや
評評
語語
付付
与与
のの
理理
由由
、、
秀秀

でで
てて
いい
るる
点点
・・
改改
善善
点点
等等
にに
つつ
いい
てて
、、
きき
めめ
細細
やや
かか
なな

フフ
ィィ
ーー
ドド
ババ
ッッ
クク
をを
行行
うう
ここ
とと
にに
よよ
りり
、、
職職
員員
のの
成成

長長
支支
援援
、、
能能
力力
向向
上上
にに
資資
すす
るる
もも
のの
とと
考考
ええ
てて
いい
まま

すす
。。  まま

たた
、、
令令
和和
３３
年年
1100
月月
かか
らら
導導
入入
ささ
れれ
たた
、、
通通
常常

のの
目目
標標
とと
比比
べべ
てて
困困
難難
度度
がが
高高
いい
目目
標標
、、
いい
わわ
ゆゆ
るる

チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
目目
標標
のの
原原
則則
１１
つつ
以以
上上
のの
設設
定定
をを
踏踏
まま

ええ
、、
よよ
りり
一一
層層
、、
評評
価価
者者
とと
被被
評評
価価
者者
とと
のの
間間
でで
積積
極極

的的
にに
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
をを
図図
るる
ここ
とと
がが
重重
要要
とと

なな
っっ
てて
きき
てて
おお
りり
まま
すす
。。
まま
たた
、、
必必
要要
にに
応応
じじ
てて
、、
面面

談談
のの
際際
にに
、、
被被
評評
価価
者者
にに
対対
しし
、、
改改
めめ
てて
人人
事事
評評
価価
制制

度度
のの
説説
明明
をを
行行
いい
、、
理理
解解
をを
深深
めめ
ささ
せせ
るる
ここ
とと
もも
人人

事事
評評
価価
をを
適適
切切
にに
実実
施施
すす
るる
上上
でで
有有
効効
でで
ああ
るる
とと
考考

ええ
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

加加
ええ
てて
、、
評評
価価
者者
にに
よよ
るる
評評
価価
はは
、、
行行
動動
のの
水水
準準

やや
頻頻
度度
にに
応応
じじ
てて
評評
価価
項項
目目
ごご
とと
にに
目目
標標
のの
困困
難難
度度

をを
踏踏
まま
ええ
たた
達達
成成
状状
況況
のの
ほほ
かか
、、
業業
務務
へへ
のの
取取
組組
みみ

手手
法法
・・
ププ
ロロ
セセ
スス
なな
どど
をを
総総
合合
的的
にに
判判
断断
しし
てて
適適
正正

にに
行行
わわ
れれ
てて
いい
るる
とと
承承
知知
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

引引
きき
続続
きき
、、
職職
員員
のの
能能
力力
向向
上上
をを
図図
るる
たた
めめ
、、
評評

価価
者者
にに
よよ
るる
適適
切切
なな
指指
導導
・・
助助
言言
をを
行行
っっ
てて
まま
いい
りり

まま
すす
。。  

移
転
料
の
取
扱
い
に

伴
う
見
積
書
の
取
得
等

の
事
務
の
効
率
化
を
図

る
と
共
に
、
職
員
及
び

職
員
の
家
族
へ
の
負
担

居居
のの
移移
転転
をを
伴伴
うう
異異
動動
にに
つつ
いい
てて
はは
1100
執執
務務
日日
ププ

ララ
スス
１１
執執
務務
日日
前前
にに
早早
めめ
てて
内内
示示
をを
実実
施施
すす
るる
ここ

とと
とと
しし
たた
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

なな
おお
、、
住住
居居
のの
移移
転転
をを
伴伴
うう
異異
動動
にに
ああ
たた
っっ
てて

はは
、、
可可
能能
なな
範範
囲囲
にに
おお
いい
てて
早早
めめ
にに
本本
人人
へへ
打打
診診
すす

るる
なな
どど
配配
慮慮
しし
てて
いい
るる
とと
承承
知知
しし
てて
いい
まま
すす
。。  

移移
転転
料料
にに
つつ
きき
まま
しし
てて
はは
、、
運運
送送
業業
界界
のの
人人
手手
不不

足足
等等
をを
背背
景景
にに
引引
っっ
越越
しし
代代
がが
高高
騰騰
しし
てて
いい
るる
ケケ

ーー
スス
がが
ああ
るる
ここ
とと
なな
どど
をを
踏踏
まま
ええ
、、
全全
省省
庁庁
統統
一一
でで

支支
給給
方方
法法
のの
見見
直直
しし
がが
ささ
れれ
たた
もも
のの
でで
ああ
りり
まま
すす
。。

移移
転転
料料
のの
実実
費費
支支
給給
にに
ああ
っっ
てて
はは
、、
経経
費費
のの
節節
減減
努努

力力
もも
重重
要要
でで
ああ
るる
ここ
とと
かか
らら
、、
引引
越越
業業
者者
にに
依依
頼頼
すす

るる
場場
合合
はは
、、
３３
社社
以以
上上
のの
見見
積積
書書
のの
取取
得得
をを
おお
願願
いい

すす
るる
もも
のの
でで
ああ
りり
、、
ごご
理理
解解
いい
たた
だだ
きき
たた
くく
存存
じじ
まま

すす
。。  宿宿

舎舎
情情
報報
のの
提提
示示
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
内内
示示
をを
受受
けけ
たた

後後
にに
宿宿
舎舎
のの
調調
整整
をを
行行
うう
ここ
とと
とと
なな
りり
まま
すす
けけ
れれ

どど
もも
、、
可可
能能
なな
範範
囲囲
にに
おお
いい
てて
早早
めめ
にに
情情
報報
提提
供供
すす

るる
よよ
うう
努努
めめ
てて
まま
いい
りり
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

議議
題題
４４  

配配
転転
にに
つつ
いい
てて
（（
望望
月月
））  

仕
事
と
生
活
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
本
人
の
き

め
細
や
か
な
身
上
把
握
を
し
、
青
年
層
組
合
員
が
希

望
す
る
職
場
で
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

職
員
配
置
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

（
４
）
評
価
結
果
の
開
示

を
求
め
る
組
合
員
に
対

し
、
評
価
理
由
に
つ
い
て

明
確
な
説
明
を
行
う
よ

う
、
評
価
者
を
指
導
す
る

こ
と
。 

を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、
内
示
前
の
事
前
通
知

を
早
期
化
し
、
前
広
に
勤
務
地
の
わ
か
る
情
報
を
提

示
し
、
併
せ
て
宿
舎
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
。 

2025080588-税関労組-税関労組ニュース第976号.indd   32025080588-税関労組-税関労組ニュース第976号.indd   3 2025/09/04   9:25:482025/09/04   9:25:48



TThhee  JJaappaann  CCuussttoommss  PPeerrssoonnnneell  LLaabboouurr  UUnniioonn            997766 号号    PP44  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《《
税税
関関
考考
査査
管管
理理
室室
長長
》》  

配配
転転
はは
、、
公公
務務
のの
要要
請請
にに
基基
づづ
きき
、、
適適
材材
適適
所所
でで
実実

施施
すす
るる
もも
のの
でで
ああ
りり
まま
すす
のの
でで
、、
全全
てて
のの
職職
員員
のの
希希
望望

をを
満満
足足
ささ
せせ
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
まま
せせ
んん
がが
、、
職職
員員
のの
配配
転転

にに
ああ
たた
っっ
てて
はは
、、
従従
来来
かか
らら
きき
めめ
細細
やや
かか
なな
身身
上上
把把
握握

のの
徹徹
底底
をを
図図
るる
とと
とと
もも
にに
職職
員員
のの
健健
康康
状状
態態
、、
ああ
るる
いい

はは
、、
育育
児児
やや
介介
護護
のの
事事
情情
なな
どど
のの
把把
握握
にに
もも
努努
めめ
なな
がが

らら
、、
本本
人人
のの
希希
望望
にに
つつ
きき
まま
しし
てて
はは
、、  

でで
きき
るる
限限
りり

尊尊
重重
すす
るる
ここ
とと
とと
しし
てて
いい
るる
とと
承承
知知
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

今今
後後
とと
もも
、、
適適
切切
なな
人人
員員
配配
置置
にに
努努
めめ
てて
いい
きき
まま

すす
。。  

議議
題題
５５  

新新
規規
採採
用用
職職
員員
のの
継継
続続
的的
なな

確確
保保
にに
つつ
いい
てて
（（
松松
本本
））  

税
関
業
務
の
重
要
性
を

関
係
機
関
に
強
く
訴
え
、

令
和
７
年
度
に
お
い
て
も

新
規
採
用
職
員
の
継
続
的

《《
税税
関関
考考
査査
管管
理理
室室
長長
》》  

令令
和和
７７
年年
度度
概概
算算
要要
求求
にに
おお
いい
てて
はは
、、
テテ
ロロ
対対
策策
等等

のの
水水
際際
取取
締締
のの
体体
制制
強強
化化
、、
越越
境境
電電
子子
商商
取取
引引
のの
拡拡
大大

にに
伴伴
うう
輸輸
入入
貨貨
物物
のの
急急
増増
へへ
のの
対対
応応
なな
どど
をを
行行
っっ
てて

いい
くく
たた
めめ
、、
221111
人人
のの
純純
増増
をを
要要
求求
しし
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ

でで
ああ
りり
まま
すす
。。
引引
きき
続続
きき
行行
政政
需需
要要
にに
適適
切切
にに
対対
応応

でで
きき
るる
よよ
うう
定定
員員
のの
確確
保保
にに
向向
けけ
てて
最最
大大
限限
努努
力力
しし

てて
まま
いい
りり
たた
いい
とと
考考
ええ
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

まま
たた
、、
新新
規規
職職
員員
のの
採採
用用
にに
もも
最最
大大
限限
努努
力力
しし
、、

税税
関関
業業
務務
がが
円円
滑滑
にに
遂遂
行行
ささ
れれ
るる
よよ
うう
にに
努努
めめ
てて
まま

いい
りり
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

女女
性性
職職
員員
のの
採採
用用
にに
つつ
いい
てて
はは
、、「「
税税
関関
にに
おお
けけ
るる

『『
財財
務務
省省
女女
性性
職職
員員
活活
躍躍
とと
ワワ
ーー
クク
ララ
イイ
フフ
ババ
ララ
ンン

スス
推推
進進
のの
たた
めめ
のの
取取
組組
計計
画画
』』
推推
進進
要要
領領
」」
にに
おお
いい

てて
、、
政政
府府
全全
体体
のの
目目
標標
はは
3355
％％
以以
上上
でで
すす
けけ
れれ
どど

もも
、、
そそ
のの
目目
標標
にに
留留
意意
しし
つつ
つつ
、、
女女
性性
職職
員員
のの
積積
極極

的的
なな
採採
用用
にに
努努
めめ
るる
ここ
とと
とと
しし
てて
おお
りり
、、
令令
和和
６６
年年

度度
のの
税税
関関
にに
おお
けけ
るる
女女
性性
職職
員員
のの
採採
用用
割割
合合
はは
、、  

４４
２２..

４４
％％
とと
なな
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。
今今
後後
もも
女女
性性
職職
員員

のの
積積
極極
的的
なな
採採
用用
にに
努努
めめ
てて
まま
いい
りり
たた
いい
とと
思思
っっ
てて

おお
りり
まま
すす
。。  

議議
題題
６６  

夏夏
季季
休休
暇暇
使使
用用
可可
能能
期期
間間
のの

拡拡
大大
にに
係係
るる
対対
象象
職職
員員
のの
範範
囲囲
にに
つつ
いい

てて
（（
市市
口口
））  

夏
季
休
暇
の
使
用
可
能
期
間
に
つ
い
て
、
７
月
か

ら
９
月
ま
で
の
期
間
が
業
務
繁
忙
に
当
た
り
、
当
該

期
間
内
に
休
暇
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
職
員

《《
税税
関関
考考
査査
管管
理理
室室
長長
》》  

夏夏
季季
休休
暇暇
にに
関関
しし
まま
しし
てて
はは
、、
ここ
れれ
まま
でで
もも
使使
用用

しし
やや
すす
いい
環環
境境
のの
整整
備備
にに
努努
めめ
使使
用用
促促
進進
をを
図図
っっ
てて

きき
たた
とと
ここ
ろろ
、、
人人
事事
院院
規規
則則
のの
改改
正正
にに
よよ
りり
、、
夏夏
季季
にに

業業
務務
がが
繁繁
忙忙
とと
なな
りり
、、
従従
来来
のの
期期
間間
でで
はは
夏夏
季季
休休
暇暇

のの
使使
用用
がが
困困
難難
なな
職職
員員
にに
ああ
っっ
てて
はは
、、
そそ
のの
使使
用用
可可

能能
期期
間間
がが
拡拡
大大
ささ
れれ
たた
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

ここ
のの
拡拡
大大
のの
対対
象象
とと
なな
るる
職職
員員
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
人人

事事
院院
規規
則則
にに
基基
づづ
きき
、、
職職
員員
個個
々々
のの
業業
務務
事事
情情
をを
踏踏

まま
ええ
管管
理理
者者
がが
個個
別別
にに
判判
断断
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま

すす
。。
税税
関関
にに
ああ
っっ
てて
はは
、、
事事
務務
連連
絡絡
にに
おお
いい
てて
一一
例例
とと

しし
てて
挙挙
げげ
てて
いい
るる
空空
港港
官官
署署
のの
旅旅
具具
通通
関関
部部
門門
職職
員員

のの
ほほ
かか
、、
空空
港港
官官
署署
のの
空空
港港
取取
締締
部部
門門
やや
クク
ルル
ーー
ズズ

船船
旅旅
客客
のの
対対
応応
にに
ああ
たた
るる
海海
港港
取取
締締
部部
門門
のの
職職
員員
にに

つつ
いい
てて
もも
拡拡
大大
のの
対対
象象
とと
すす
るる
なな
どど
、、
各各
税税
関関
のの
業業

務務
繁繁
忙忙
のの
実実
状状
にに
応応
じじ
てて
適適
切切
にに
指指
定定
ささ
れれ
てて
いい
るる

もも
のの
とと
承承
知知
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

税税
関関
とと
連連
携携
しし
、、
人人
事事
院院
規規
則則
にに
基基
づづ
いい
たた
適適
切切

なな
制制
度度
運運
用用
にに
努努
めめ
、、
職職
員員
のの
皆皆
ささ
んん
がが
よよ
りり
一一
層層

夏夏
季季
休休
暇暇
をを
取取
得得
しし
やや
すす
いい
環環
境境
のの
整整
備備
をを
行行
っっ
てて

まま
いい
りり
まま
すす
。。  

議議
題題
７７  

寮寮
・・
宿宿
舎舎
にに
つつ
いい
てて
（（
上上
原原
））  

（
１
）
青
年
層
組
合
員
が
人
事
異
動
等
で
、
寮
・
宿

舎
へ
の
入
居
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
必
ず
入
居
で

き
る
よ
う
必
要
戸
数
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。
特
に
、

若
い
青
年
層
組
合
員
か
ら
宿
舎
に
入
居
で
き
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。 

（
２
）
老
朽
化
が
著
し
い
宿
舎
に
つ
い
て
は
、
耐
震

改
修
で
は
な
く
建
て
替
え
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
。
老
朽
化
が
著
し
い
設
備
の
修
繕
を
要
求
し
た

場
合
に
つ
い
て
は
、
迅
速
に
対
応
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
。 

《《
税税
関関
考考
査査
管管
理理
室室
長長
》》  

公公
務務
員員
宿宿
舎舎
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
平平
成成
2233
年年
1122
月月
にに
決決

定定
ささ
れれ
たた
「「
国国
家家
公公
務務
員員
宿宿
舎舎
のの
削削
減減
計計
画画
」」
にに
基基

づづ
きき
、、
平平
成成
2288
年年
度度
末末
まま
でで
にに
順順
次次
削削
減減
がが
進進
めめ
らら

れれ
てて
きき
たた
等等
、、
非非
常常
にに
厳厳
しし
いい
状状
況況
にに
ああ
りり
まま
すす
。。

当当
局局
とと
しし
てて
はは
、、
ここ
れれ
まま
でで
もも
「「
宿宿
舎舎
にに
入入
居居
すす
るる

ここ
とと
がが
認認
めめ
らら
れれ
るる
職職
員員
」」
にに
対対
すす
るる
宿宿
舎舎
のの
確確
保保

にに
最最
大大
限限
努努
力力
しし
てて
きき
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま

すす
。。  まま

たた
、、
人人
事事
異異
動動
期期
にに
おお
いい
てて
はは
、、
該該
当当
すす
るる
全全

てて
のの
官官
署署
にに
おお
いい
てて
、、
関関
係係
すす
るる
財財
務務
局局
とと
のの
間間
でで

調調
整整
をを
行行
うう
とと
とと
もも
にに
、、
宿宿
舎舎
自自
体体
にに
空空
きき
がが
なな
いい

場場
合合
にに
はは
、、
民民
間間
かか
らら
借借
りり
上上
げげ
るる
ここ
とと
にに
よよ
りり
宿宿

舎舎
をを
確確
保保
しし
てて
きき
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

引引
きき
続続
きき
、、
各各
官官
署署
にに
おお
けけ
るる
需需
要要
をを
よよ
くく
把把
握握

すす
るる
とと
とと
もも
にに
必必
要要
なな
宿宿
舎舎
のの
確確
保保
にに
努努
めめ
てて
まま
いい

りり
たた
いい
とと
考考
ええ
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

な
確
保
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
政
府
の
取
組
指
針
を

踏
ま
え
た
女
性
職
員
の
採
用
割
合
確
保
の
実
現
に
引

き
続
き
取
り
組
む
こ
と
。 

に
つ
い
て
は
、
前
後

各
１
月
の
期
間
拡
大

し
、
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
全
職
員
を

対
象
と
す
る
よ
う
関

係
機
関
に
働
き
か
け

る
こ
と
。 

ま
た
、
入
居
者
が
決

ま
っ
た
際
に
は
、
速
や

か
に
入
居
予
定
の
部
屋

の
状
況
を
再
度
確
認

し
、
必
要
な
修
繕
を
実

施
し
て
、
入
居
者
の
心

身
の
負
担
軽
減
に
努
め

る
こ
と
。 
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議議
題題
８８  

働働
きき
やや
すす
いい
職職
場場
環環
境境
作作

りり
にに
つつ
いい
てて
（（
望望
月月
））  

（
１
）
女
性
職
員
の
採
用
が
多
く
な
る
こ
と
で
、
青
年

層
女
性
組
合
員
が
当
直
勤
務
等
に
配
属
さ
れ
る
機
会

が
増
え
、
そ
の
間
に
結
婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
す
る
ケ
ー

ス
が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
当

人
や
周
囲
の
職
員
に
対
す
る
ケ
ア
や
指
導
を
徹
底
し

て
行
う
こ
と
。 

（
２
）
小
規
模
官
署
に
新
た
に
女
性
組
合
員
を
配
属
す

る
時
に
は
、
更
衣
室
及
び
ト
イ
レ
等
の
設
備
が
不
足
す

る
こ
と
が
無
い
よ
う
事
前
に
受
入
体
制
を
整
え
る
こ

と
。
ま
た
、
配
置
さ
れ
た
女
性
組
合
員
に
過
度
な
業
務

負
担
、
精
神
的
負
担
が
か
か
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
２

人
以
上
の
職
員
配
置
に
努
め
る
こ
と
。 

宿宿
舎舎
のの
貸貸
与与
基基
準準
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
当当
局局
のの
権権
限限
がが
及及

ばば
なな
いい
事事
項項
でで
はは
ああ
りり
まま
すす
けけ
れれ
どど
もも
、、
ここ
れれ
まま
でで
もも

財財
務務
局局
にに
おお
いい
てて
柔柔
軟軟
なな
対対
応応
がが
なな
ささ
れれ
てて
きき
たた
もも

のの
とと
承承
知知
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。
そそ
のの
上上
でで
、、
令令
和和
２２
年年
６６

月月
3300
日日
にに
国国
家家
公公
務務
員員
宿宿
舎舎
法法
施施
行行
規規
則則
のの
改改
正正
・・
施施

行行
にに
よよ
りり
貸貸
与与
基基
準準
がが
緩緩
和和
ささ
れれ
たた
とと
ここ
ろろ
でで
すす
。。  

まま
たた
、、
令令
和和
３３
年年
４４
月月
１１
日日
かか
らら
、、
係係
員員
クク
ララ
スス
のの

独独
身身
職職
員員
にに
ＣＣ
規規
格格
のの
宿宿
舎舎
をを
貸貸
与与
すす
るる
際際
のの
宿宿
舎舎

使使
用用
料料
がが
軽軽
減減
ささ
れれ
たた
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

宿宿
舎舎
のの
建建
てて
替替
ええ
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
合合
同同
宿宿
舎舎
とと
しし
てて

設設
置置
すす
るる
ここ
とと
がが
原原
則則
でで
ああ
りり
、、
そそ
のの
整整
備備
にに
つつ
いい
てて

はは
、、
各各
税税
関関
かか
らら
のの
要要
求求
にに
基基
づづ
きき
、、
財財
務務
局局
がが
宿宿
舎舎

のの
必必
要要
戸戸
数数
等等
をを
把把
握握
しし
たた
うう
ええ
でで
、、
計計
画画
的的
・・
効効
率率

的的
にに
整整
備備
すす
るる
もも
のの
とと
承承
知知
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。
老老
朽朽
化化

がが
著著
しし
いい
宿宿
舎舎
にに
係係
るる
改改
善善
要要
望望
でで
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
当当

局局
とと
しし
てて
もも
、、
省省
庁庁
別別
宿宿
舎舎
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
厳厳
しし
いい
財財

政政
事事
情情
のの
下下
でで
優優
先先
度度
のの
高高
いい
もも
のの
かか
らら
改改
修修
等等
にに

努努
めめ
てて
きき
てて
おお
りり
、、
令令
和和
５５
年年
度度
にに
おお
いい
てて
はは
、、
名名
古古

屋屋
税税
関関
清清
水水
税税
関関
支支
署署
管管
内内
のの
折折
戸戸
宿宿
舎舎
のの
外外
壁壁
及及

びび
ベベ
ララ
ンン
ダダ
改改
修修
工工
事事
のの
ほほ
かか
、、
沖沖
縄縄
地地
区区
税税
関関
石石
垣垣

税税
関関
支支
署署
与与
那那
国国
監監
視視
署署
管管
内内
のの
与与
那那
国国
監監
視視
署署
宿宿

舎舎
のの
屋屋
根根
防防
水水
改改
修修
工工
事事
なな
どど
をを
実実
施施
しし
たた
とと
ここ
ろろ

でで
ああ
りり
まま
すす
。。
令令
和和
６６
年年
度度
にに
おお
いい
てて
はは
、、
東東
京京
税税
関関

新新
潟潟
税税
関関
支支
署署
管管
内内
のの
新新
潟潟
宿宿
舎舎
のの
給給
湯湯
器器
交交
換換
工工

事事
のの
ほほ
かか
、、
横横
浜浜
税税
関関
鹿鹿
島島
税税
関関
支支
署署
管管
内内
のの
神神
之之
池池

宿宿
舎舎
のの
給給
水水
配配
管管
更更
新新
工工
事事
なな
どど
をを
実実
施施
すす
るる
ここ
とと

とと
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。
今今
後後
とと
もも
、、
省省
庁庁
別別
宿宿
舎舎
のの
改改
修修

等等
のの
要要
望望
がが
ああ
れれ
ばば
、、
各各
税税
関関
のの
宿宿
舎舎
担担
当当
にに
申申
しし
出出

てて
いい
たた
だだ
きき
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

なな
おお
、、
合合
同同
宿宿
舎舎
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
基基
本本
的的
にに
はは
貸貸
与与

をを
受受
けけ
てて
いい
るる
職職
員員
がが
各各
宿宿
舎舎
のの
管管
理理
人人
にに
申申
しし
出出

てて
、、
管管
理理
人人
かか
らら
当当
該該
宿宿
舎舎
のの
管管
理理
官官
庁庁
とと
なな
っっ
てて
いい

るる
財財
務務
局局
等等
にに
改改
修修
等等
のの
要要
望望
をを
すす
るる
ここ
とと
とと
なな
りり

まま
すす
がが
、、
具具
体体
的的
なな
要要
望望
等等
がが
ああ
れれ
ばば
、、
必必
要要
にに
応応
じじ

てて
各各
税税
関関
のの
宿宿
舎舎
担担
当当
にに
相相
談談
しし
てて
いい
たた
だだ
きき
まま
すす

よよ
うう
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。  

《《
税税
関関
考考
査査
管管
理理
室室
長長
》》  

国国
民民
のの
期期
待待
にに
応応
ええ
るる
税税
関関
行行
政政
をを
実実
現現
しし
てて

いい
くく
たた
めめ
にに
はは
、、
男男
女女
をを
問問
わわ
ずず
、、
まま
たた
、、
時時
間間
制制

約約
がが
ああ
るる
職職
員員
をを
含含
めめ
たた
全全
てて
のの
職職
員員
がが
、、
心心
身身
共共

にに
健健
康康
でで
、、
個個
々々
のの
能能
力力
をを
十十
分分
にに
発発
揮揮
しし
てて
業業
務務

にに
取取
りり
組組
むむ
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
環環
境境
をを
整整
ええ
てて
いい
くく

ここ
とと
がが
重重
要要
とと
考考
ええ
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

ここ
れれ
まま
でで
もも
各各
管管
理理
者者
にに
はは
職職
員員
にに
対対
すす
るる
身身

議議
題題
９９  

各各
種種
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト
・・
メメ
ンン

タタ
ルル
ヘヘ
ルル
スス
対対
策策
にに
つつ
いい
てて
（（
池池
田田
））  

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に

つ
い
て
は
、
効
果
的
な
対
策
を
十
分
に
行
う
こ
と
。

ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
き
た
場
合
は
、
厳
正
に

対
処
す
る
と
共
に
十
分
な
ケ
ア
を
行
う
こ
と
。 

《《
税税
関関
考考
査査
管管
理理
室室
長長
》》  

関関
税税
局局
とと
しし
てて
はは
、、
税税
関関
にに
対対
しし
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト

にに
関関
すす
るる
人人
事事
院院
通通
知知
やや
事事
例例
等等
のの
周周
知知
をを
行行
うう
とと

とと
もも
にに
、、
会会
議議
等等
のの
機機
会会
がが
ああ
るる
ごご
とと
にに
、、
ハハ
ララ
スス

メメ
ンン
トト
のの
なな
いい
明明
るる
くく
風風
通通
しし
のの
良良
いい
職職
場場
環環
境境
のの

整整
備備
にに
取取
りり
組組
むむ
よよ
うう
注注
意意
喚喚
起起
をを
行行
っっ
てて
いい
るる
とと

ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

税税
関関
にに
おお
いい
てて
はは
、、
職職
員員
のの
相相
談談
窓窓
口口
及及
びび
パパ
ワワ

ーー
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト
、、
セセ
クク
シシ
ュュ
アア
ルル
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト
、、

妊妊
娠娠
、、
出出
産産
、、
育育
児児
又又
はは
介介
護護
にに
関関
すす
るる
ハハ
ララ
スス
メメ

ンン
トト
にに
関関
すす
るる
相相
談談
員員
をを
設設
置置
すす
るる
とと
とと
もも
にに
、、
人人

事事
院院
規規
則則
やや
部部
内内
規規
定定
のの
内内
容容
にに
つつ
いい
てて
イイ
ンン
トト
ララ

ネネ
ッッ
トト
等等
にに
掲掲
載載
すす
るる
等等
、、
職職
員員
にに
対対
しし
周周
知知
徹徹
底底

をを
図図
っっ
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

まま
たた
、、
幹幹
部部
やや
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト
相相
談談
員員
をを
含含
めめ
たた

全全
職職
員員
をを
対対
象象
とと
すす
るる
各各
種種
講講
演演
やや
管管
理理
者者
研研
修修
等等

にに
おお
いい
てて
、、
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト
防防
止止
にに
関関
すす
るる
講講
義義
をを

実実
施施
すす
るる
なな
どど
、、
各各
種種
対対
策策
をを
講講
じじ
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ

でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

税税
関関
にに
おお
けけ
るる
メメ
ンン
タタ
ルル
ヘヘ
ルル
スス
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

はは
、、
人人
事事
院院
のの
指指
針針
等等
にに
基基
づづ
きき
、、
各各
職職
場場
のの
管管
理理

者者
、、
家家
族族
、、
主主
治治
医医
、、
健健
康康
管管
理理
医医
とと
のの
連連
携携
をを
密密
にに

しし
たた
職職
場場
復復
帰帰
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
のの
策策
定定
等等
のの
対対
応応
なな

どど
、、
職職
場場
復復
帰帰
やや
再再
発発
防防
止止
にに
対対
すす
るる
所所
要要
のの
措措
置置

をを
講講
じじ
てて
きき
たた
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト
対対
策策
及及
びび
メメ
ンン
タタ
ルル
ヘヘ
ルル
スス
対対
策策

はは
、、
大大
変変
重重
要要
でで
ああ
るる
とと
認認
識識
しし
てて
おお
りり
、、
今今
後後
もも

適適
切切
にに
対対
応応
しし
てて
まま
いい
りり
たた
いい
とと
考考
ええ
てて
おお
りり
まま

すす
。。  

議議
題題
1100  

諸諸
手手
当当
にに
つつ
いい
てて
（（
上上
原原
））  

（
１
）
赴
任
旅
費
に
お
け
る
移
転
料
に
つ
い
て
、
実

費
支
給
化
さ
れ
る
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
生
活
必
需

品
と
言
え
る
乗
用
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
等
の
運
搬
費

用
が
支
給
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
る
。
支
給
対
象
外

経
費
に
つ
い
て
見
直
し
を
す
る
よ
う
関
係
機
関
へ

働
き
か
け
を
行
う
こ
と
。 

（
３
）
青
年
層
男
性
組
合
員

も
育
児
が
し
や
す
い
職
場
環

境
の
整
備
に
努
め
る
よ
う
、

管
理
者
等
に
対
し
て
積
極
的

に
働
き
か
け
る
こ
と
。 

（
４
）
健
康
管
理
施
策
の

確
実
な
実
施
に
努
め
る
と
と

も
に
、
感
染
症
等
の
拡
大
防

止
対
策
に
つ
い
て
、
マ
ス
ク
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
等
の
物

品
が
不
足
し
な
い
よ
う
必
要

数
を
確
保
す
る
こ
と
。 

上上
把把
握握
のの
徹徹
底底
をを
図図
るる
とと
とと
もも
にに
職職
員員
のの
健健
康康
状状
態態
、、

ああ
るる
いい
はは
、、
育育
児児
やや
介介
護護
のの
事事
情情
なな
どど
のの
把把
握握
にに
もも
努努

めめ
なな
がが
らら
、、
きき
めめ
細細
かか
いい
配配
慮慮
にに
心心
掛掛
けけ
るる
よよ
うう
指指

導導
・・
徹徹
底底
しし
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

併併
せせ
てて
、、
職職
場場
環環
境境
のの
整整
備備
にに
努努
めめ
てて
きき
たた
とと
ここ
ろろ

でで
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
引引
きき
続続
きき
、、
各各
税税
関関
担担
当当
者者
とと
相相
談談

しし
なな
がが
らら
、、
更更
衣衣
室室
及及
びび
トト
イイ
レレ
等等
設設
備備
がが
不不
足足
すす
るる

ここ
とと
がが
無無
いい
よよ
うう
、、
必必
要要
なな
施施
設設
のの
整整
備備
をを
行行
うう
とと
とと

もも
にに
、、
職職
員員
にに
過過
度度
なな
負負
担担
とと
なな
らら
なな
いい
よよ
うう
にに
適適
正正

なな
人人
員員
配配
置置
にに
努努
めめ
てて
まま
いい
りり
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

育育
児児
参参
加加
しし
やや
すす
いい
職職
場場
環環
境境
のの
整整
備備
にに
つつ
いい
てて

はは
、、
ここ
れれ
まま
でで
もも
各各
種種
会会
議議
やや
研研
修修
等等
にに
おお
いい
てて
幹幹

部部
・・
管管
理理
者者
をを
含含
めめ
たた
職職
員員
のの
意意
識識
付付
けけ
にに
努努
めめ
てて
きき

たた
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
りり
、、
男男
性性
職職
員員
のの
育育
児児
休休
業業
及及
びび
産産
休休

のの
取取
得得
率率
もも
高高
いい
水水
準準
とと
なな
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。
引引
きき
続続

きき
、、
育育
児児
休休
業業
等等
各各
種種
休休
暇暇
制制
度度
をを
利利
用用
しし
やや
すす
いい
職職

場場
環環
境境
のの
整整
備備
にに
努努
めめ
てて
まま
いい
りり
たた
いい
とと
考考
ええ
てて
おお

りり
まま
すす
。。  

次次
にに
、、
感感
染染
症症
等等
のの
対対
策策
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
職職
員員
がが
安安

全全
にに
職職
務務
をを
全全
うう
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
状状
況況

にに
応応
じじ
てて
適適
切切
なな
感感
染染
防防
止止
対対
策策
をを
講講
じじ
るる
ここ
とと
がが

必必
要要
でで
ああ
るる
とと
考考
ええ
てて
おお
りり
まま
すす
。。
現現
時時
点点
でで
消消
毒毒
液液

やや
ママ
スス
クク
等等
のの
感感
染染
症症
対対
策策
物物
品品
はは
、、
必必
要要
なな
職職
員員
にに

行行
きき
渡渡
っっ
てて
いい
るる
とと
認認
識識
しし
てて
おお
りり
、、
まま
たた
、、
必必
要要
時時

にに
はは
いい
つつ
でで
もも
追追
加加
購購
入入
でで
きき
るる
よよ
うう
調調
達達
のの
準準
備備

をを
整整
ええ
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

引引
きき
続続
きき
、、
水水
際際
取取
締締
をを
はは
じじ
めめ
とと
すす
るる
税税
関関
業業
務務

にに
支支
障障
をを
きき
たた
ささ
ぬぬ
よよ
うう
、、
職職
員員
のの
感感
染染
防防
止止
対対
策策
にに

努努
めめ
てて
まま
いい
りり
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。  
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チ
ャ
ー
タ
ー
便
や
ク
ル
ー
ズ

船
、
地
方
港
で
の
取
締
り
等
の

対
応
の
た
め
、
執
務
時
間
外
に

お
け
る
官
用
車
で
の
移
動
時
間

に
つ
い
て
、
超
過
勤
務
手
当
等

の
対
象
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、

地
方
官
署
で
勤
務
す
る
職
員
の

負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
適

正
な
人
員
配
置
等
を
行
う
こ

と
。 《《

税税
関関
考考
査査
管管
理理
室室
長長
》》  

移移
転転
料料
のの
支支
給給
対対
象象
のの
拡拡
大大
がが
要要
望望
ささ
れれ
てて
いい
るる

ここ
とと
やや
事事
件件
処処
理理
をを
行行
うう
審審
理理
部部
門門
のの
職職
員員
がが
日日
々々

苦苦
労労
ささ
れれ
てて
いい
るる
ここ
とと
はは
承承
知知
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

移移
転転
料料
やや
犯犯
則則
取取
締締
等等
手手
当当
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
制制
度度
にに

関関
すす
るる
事事
項項
でで
ああ
りり
当当
局局
のの
権権
限限
のの
及及
ばば
なな
いい
とと
ここ

ろろ
でで
はは
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
皆皆
ささ
んん
がが
強強
いい
関関
心心
をを
持持
っっ
てて

いい
るる
ここ
とと
はは
承承
知知
しし
てて
おお
りり
、、
当当
局局
とと
しし
てて
はは
、、
関関
係係

機機
関関
にに
対対
しし
必必
要要
なな
要要
望望
をを
行行
っっ
てて
きき
てて
いい
るる
とと
ここ

ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

現現
下下
のの
行行
財財
政政
事事
情情
等等
かか
らら
極極
めめ
てて
厳厳
しし
いい
状状
況況

でで
はは
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
税税
関関
職職
員員
のの
職職
務務
のの
困困
難難
性性
やや
職職

責責
のの
高高
まま
りり
なな
どど
をを
踏踏
まま
ええ
、、
引引
きき
続続
きき
関関
係係
機機
関関
にに

対対
しし
、、
処処
遇遇
のの
改改
善善
をを
要要
望望
しし
てて
まま
いい
りり
たた
いい
とと
思思
っっ

てて
おお
りり
まま
すす
。。  

議議
題題
1111  

週週
休休
日日
等等
にに
おお
けけ
るる
地地
方方
官官

署署
等等
のの
勤勤
務務
実実
態態
にに
つつ
いい
てて  

《《
税税
関関
考考
査査
管管
理理
室室
長長
》》  

正正
規規
のの
勤勤
務務
時時
間間
外外
にに
おお
けけ
るる
官官
用用
車車
にに
よよ
るる
移移

動動
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
そそ
のの
移移
動動
中中
にに
業業
務務
性性
がが
認認
めめ
らら
れれ

るる
場場
合合
にに
はは
、、
超超
過過
勤勤
務務
とと
しし
てて
取取
りり
扱扱
っっ
てて
いい
るる
とと

ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

まま
たた
、、
地地
方方
官官
署署
でで
のの
勤勤
務務
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
官官
署署
ごご

とと
のの
業業
務務
量量
のの
変変
化化
等等
のの
実実
情情
をを
勘勘
案案
しし
なな
がが
らら
、、
職職

員員
にに
とと
っっ
てて
過過
度度
なな
負負
担担
とと
なな
らら
なな
いい
よよ
うう
、、
引引
きき
続続

きき
適適
正正
なな
人人
員員
配配
置置
にに
努努
めめ
てて
まま
いい
りり
たた
いい
とと
考考
ええ

てて
おお
りり
まま
すす
。。  

（（  

以以  

上上  

））  

要
求
事
項
は
、
青
年
委
員
会
ア
ン

ケ
ー
ト
や
、
現
場
か
ら
直
接
寄
せ
ら

れ
た
意
見
を
基
に
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
つ
ひ
と
つ
の

要
求
に
は
職
員
の
み
な
さ
ん
の
リ

ア
ル
な
声
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。 

青
年
委
員
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
ア

ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

み
な
さ
ん
の
声
を
反
映
し
続
け
て

い
き
ま
す
！ 

（
２
）
金
密
輸
事
犯
に
お
い
て
は
、
密

輸
の
背
後
に
暴
力
団
等
が
絡
ん
で
い

る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
捜
索
に
は
危

険
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
犯
則
取
締
等

手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
よ
う
関
係

機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
。 

要
求
に
は
数
多
く
の
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
制
度
の

仕
組
み
を
知
ら
な
け
れ
ば
「
な
ぜ
こ
の
要
求
を
し
て
い
る
の
か
」
が

分
か
り
に
く
い
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、
特

に
制
度
の
背
景
や
ル
ー
ル
を
理
解
し
て
こ
そ
意
味
が
見
え
て
く
る

要
求
事
項
に
焦
点
を
当
て
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

今
回
は
、
議
題
１
の 

「「（（
３３
））
昇昇
給給
区区
分分
ＡＡ
、、
ＢＢ
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
分分
布布
率率
一一
杯杯
のの
発発
令令
をを
行行
うう
ここ
とと
。。」」

に
焦
点
を
当
て
、
昇
給
区
分
の
仕
組
み
を
踏
ま
え
て
、
何
故
要
求
を
し
て
い
る

の
か
解
説
し
ま
す
。 

 

昇
給
区
分
は
Ａ
～
Ｅ
の
区
分
に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

✔ 

Ａ
（
特
に
優
秀
）
：
昇
給
幅
が
最
大 

✔ 

Ｂ
（
優
秀
）
：
標
準
よ
り
大
き
い
昇
給 

✔ 

Ｃ
（
標
準
）
：
通
常
の
昇
給 

✔ 

Ｄ
・
Ｅ
（
不
良
寄
り
）
：
昇
給
が
抑
制 

 

こ
の
区
分
ご
と
の
割
合
（
分
布
率
）
は
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
、
青
年
委
員
会
で
要
求
を
続
け
て
い
る
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
青
年
層
組
合

員
の
大
半
が
該
当
す
る
初
任
層
の
分
布
率
に
お
い
て
、 

 
 

ＡＡ
区区
分分
とと
ＢＢ
区区
分分
をを
合合
わわ
せせ
てて
2255
％％
とと
しし
、、  

そそ
のの
うう
ちち
ＡＡ
区区
分分
はは
５５
％％
以以
内内  

と
い
う
規
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
、
Ａ
と
Ｂ
を
合
わ
せ
れ
ば
必
ず
25
％
に
な
り
ま
す
が
、
Ａ
が
必
ず

５
％
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
は
５５
％％
よよ
りり
少少
なな
くく
抑抑
ええ
らら
れれ
るる
場場
合合

がが
ああ
るる
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
青
年
委
員
会
で
は
、
用用
意意
ささ
れれ
てて
いい
るる
ＡＡ
・・
ＢＢ
区区
分分
のの

分分
布布
率率
一一
杯杯
のの
発発
令令
をを
当
局
へ
要
求
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
ご
紹
介
し
た
以
外
に
も
、
制
度
や
仕
組
み
を
理
解
し
て
こ
そ
意
味
が
分

か
る
要
求
事
項
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
点
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
組
合
Ｈ
Ｐ
に
あ

る 
問
い
合
わ
せ
ペ
ー
ジ 

も
活
用
し
、
遠
慮
な
く
ご
質
問
く
だ
さ
い
。 
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